
公表：令和5年1 月19  日

事業所名　児童発達支援たんぽぽ　　　　　　　　　　　　 保護者等数（児童数）2人　　　回収数2人（2）　　　　割合１００％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
100%

庭に出たり、散歩に行ったりし

て、子どもたちの活動場所を十

分に保障している。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 100%
経験豊かな保育士配置をして

います。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された

環境になっているか。また、障がいの特性に応

じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報

伝達等への配慮が適切になされているか

100%

送り迎え時の部屋、活動の部

屋、お散歩等、本人が利用し

やすくまた、分かりやすくなっ

ていると思います。

今後も安全で快適な環境を整

えます。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に

なっているか。また、子ども達の活動に合わせ

た空間となっているか

100%

お部屋に使用されている床

や壁の木質の感じが良い空

間と思います。

コロナ感染予防のため、常に

換気をし、消毒、手洗い、検

温を実施しています。

⑤

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画が作成されて

いるか

100%

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ

インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発

達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの

支援に必要な項目が適切に選択され、その上

で、具体的な支援内容が設定されているか

100%

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい

るか
100%

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか
100%

天気のいい日悪い日で色々

異なるプログラムをしてもらっ

ています。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、

障がいのない子どもと活動する機会があるか
100%

預かり保育の子どもたちと活

動し、楽しませてもらっていま

す。
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児童発達⽀援計画を⽴てる時
には、保護者と職員で⼦ども
の成⻑を確認し、これからの
ことを話し合っています。初
めて利⽤する⼦どもに対して
は保育者との信頼関係を作る
ことを⼤切にしています。
  ⼀⼈⼀⼈が好きなあそびを
みつけて、好きなことをたっ
ぷりできる時間を保障するよ
うな計画を⽴てています。特
に不安なお⼦さんには少しず
つ慣れるように⺟⼦通園を⾏
なうこともあります。
⼦ども同⼠のかかわりをじっ
くり育てることも⼤切にして
います。
隣接する保育園の⼦どもたち
とも楽しくあそびながら交流
しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）



⑩
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか
100%

限られた時間ですが、これか

らもできる限り丁寧に説明し

ます。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の

提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ

れに基づき作成された「児童発達支援計画」を

示しながら支援内容の説明がなされたか

100%

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン

ト・トレーニング等）が行われているか
100% 33%

⑬

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの健康や発達の状況、課題について共通

理解ができているか

100%

連絡ノートに書いたり、書い

て頂いたり、送り迎え時にたく

さんお話をしてくださいます。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す

る助言等の支援が行われているか
100%

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
100%

懇談会を行なって頂き、

他の保護者の方々の意

見、それに関しての保育

士さんの意見を聞くことが

できました。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについて、

対応の体制が整備されているとともに、子ども

や保護者に周知・説明され、相談や申入れをし

た際に迅速かつ適切に対応されているか

100%
迅速な対応して頂いていま

す。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
100%

送り迎え時等、お話して下さ

います。連絡ノートでも教えて

下さいます。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信されているか

100%
ホームページに載っていま

す。

⾃⼰評価の結果を公表するに
あたってはアンケートなど活
⽤し、保護者の声に⽿を傾け
ながら、改善すべきことなど
を職員間で何度も話し合いを
しています。

⑲ 個人情報の取り扱いに十分注意されているか 100%
個⼈情報の取り扱いには⼗分
に注意しています。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか。また、発生を想定した訓練が

実施されているか。

100%
様々な訓練を行なって頂いて

います。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
100%

定期的に訓練を行なってくだ

さっています。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 100% 楽しみにしています。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 100% 楽しみにしています。

いろいろなことに興味をもっ

たり、友だちへの関心が広

がっていくように、これから

も楽しい取り組みを工夫して

いきます。

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を行っ

ていただき、その結果を集計したものです。
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お迎え時には、今⽇の様⼦を
⼀⼈ひとり丁寧に伝えていま
す。今⽇のあそびの様⼦は、
ノートに⽂章で書いたり、写
真を張ったりして伝えていま
す。
また、保護者からの相談が
あった場合には、ノートに書
くだけでなく、お迎えの時間
に直接声をかけて、⼀緒に考
えるようにしています。

保護者とは、⽇々の⼦どもの
姿を語り合うことを⼤切にし
ています。家では⾒ることが
できない、⼦ども同⼠のつな
がりの姿などを伝えるように
しています。個別に声をかけ
るだけでなく、今年度も懇談
会を開催しました。
懇談会では友達に⼿が出てし
まう⼦どもの姿などが話され
ました。⼿が出ることは友達
に興味や関⼼が広がっている
表れではないか、となり、保
護者の不安の解消にもつな
がったのではないかと思いま
す。

すべての⼦どもが参加できる
ように⼦どもが来る⽇に合わ
せて避難訓練の⽇程などを決
めて実施しました。
実施した様⼦は、写真やお便
りなどで保護者にも伝えるよ
うにしました。


